







よび医師をめぐる事情はかなり違っていた。 古代史家フォークト（Vogt）の講演 1 は、短いものながらも文化
創造と奴隷制との関係に関心を寄せた古代史側の試みとして示唆に富んだものであり、ギリシアの公共医師に関す
るL.Cohn-Haftの研究 2 やギリシア医学と奴隷との関係を論じたF.Kudlienの研究 3 は貴重な研究であった。
そして、ローマでは、ギリシアの場合と全く事情が異なり、奴隷医師の活躍が著しく、彼らの存在を無視してはロ






































 Cohn－Haft も Temkin も、「ギリシアの医師は正式には自由人であるが、医療に従事した奴隷がいたことも
























































































































































てから職業として医師を選ぶ人々もいたのである 38 。 
 しかしながら前述のように、大半の医師はperegriniであるよりもむしろ奴隷か被解放自由人であった。たとえ
ばアウグストゥスは、アントニウス･ムーサを侍医にしていたにもかかわらず、孫娘のアグリッピナに宛てた手紙の
中で奴隷医師（servi medici）について言及しており 39 、かれがムーサのほかにも奴隷医師たちを所有していた
ことがわかる。また皇帝に限らず当時の有力政治家が側近の中に侍医を抱えていたことはよく知られている通りで、
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